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大都市近郊における乗合バスの復権に向けて

一宮市におけるバスの利用促進方法や活性化方策について

令和５年８月９日



＜バスの事業内容について＞

② ｉ― バス 大和町・萩原町コース 「ニコニコふれあいバス」

令和４年度の利用実績は、38,144人

令和元年度実績46,369人との実績比は ８２．３％

＜今後の課題＞

〇萩原町連区住民懇談会グループワークでのご意見より

・一宮西病院へ直通のバスがあると便利

・アピタ稲沢店に延伸できれば萩原町連区の生活圏である稲沢市へのアクセス向上

〇大和町連区住民懇談会グループワークでのご意見より

・大和公民館で開催される地域活動に参加したい、移動手段が無いので検討望む

・バスに乗って喫茶店（モーニング）など、観光に門活用してほしい



＜バスの事業内容について＞

① ｉ― バス 千秋町コース 「千秋ふれあいバス」

令和４年度の利用実績は、37,860人

令和元年度実績42,990人との実績比は ８８．１％

＜今後の課題＞

〇住民懇談会グループワークでのご意見を吟味検討して参ります



＜第３次一宮市公共交通計画について＞

第３次計画の基本方針と目標の中の

「６.計画の評価指標」

「クルマがなくてもおでかけやすいまち 一宮」
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